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所属・体制

URA
• 2012年10⽉設置

• 【⽂科省】リサーチ・アドミニストレーターを
育成・確保するシステムの整備

• 補助事業終了後、⼤学⾃主経費にてパーマネン
ト職としての制度設計あり

• 現在 6名で活動

新潟⼤学

教員数

学部数

キャンパス

1,300名程度

10学部
 ⼈⽂・教育・法学・経済科学・理学・ 医学・
 ⻭学・⼯学・農学・創⽣

2箇所 ➕α
 ・五⼗嵐 [本部・⼈⽂社会科学系・事前科学系]
 ・旭町 [医⻭学系・総合病院]
 ＋佐渡島  [佐渡⾃然共⽣科学センター]



2023（R5）・4・1 設⽴

メンバー
[専任教員︓3（国際法、経営学、刑事法）

 協⼒教員︓6 
 運営委員︓11 (URA（法、農）)
 客員教員・研究員︓5]

⽬的
新潟⼤学における⽂理融合等の総合知創出に向
けて、国内外の組織・研究者とも連携しつつ、
新興技術に関する分野融合研究等の学際共創
研究及びガバナンス研究を推進する

1. 学際共創研究プロジェクトの推進
2. 学内外にわたる学際共創研究ネットワークの

形成・研究交流の実施
3. ELSI /RRIにかかる学内外への普及啓発・研修等

の実施
4. ELSIに関する研究⽀援の対応

2

新潟⼤学
研究統括機構
ELSIセンター

Research Centre on 

Emerging Technology 

and Governance

弱さ（vulnerability）を強みに変える
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新潟⼤学ELSIセンター設置までの背景

背景1 第6期科学技術・イノベーション計画 [ 2021（R3）/3/26]

我が国は、これまでも少⼦⾼齢化や過疎化の進展といった課題を抱えてきたが、更に近年、深刻化する⾃然災害、科学技
術の国際競争⼒低下など新たな社会的課題に直⾯している。また、若者世代の⾃⼰肯定感の低さなど次代を担う⼈材に関
する課題も浮き彫りになっている。それらを解決するためには、⾃然科学のみならず⼈⽂・社会科学も含めた多様な
「知」の創造と、「総合知」による現存の社会全体の再設計、さらには、これらを担う⼈材育成が避けては通れない。

背景2 他機関でのセンター設置

背景3 ⼈⽂科学系（法学）の分野融合研究・実施の課題

背景4 センター設置に向けたメンバーの集結
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新潟⼤学ELSIセンター設置における特⾊

特⾊1 法学系研究者を中⼼とした多分野の研究者からの要望で設置
新潟⼤学ELSIセンター（仮称）設置検討ワーキンググループ : 2021/4〜11⽉開催 [全5回]

・法学系研究者等からELSI/RRIの、⽇本の情報・世界の動向を共有
・それぞれの分野におけるELSI/RRIへの関わり⽅・実施のされ⽅・対応が必要と考えられる課題など共有
・ELSI/RRI関連センターを設置する必要性を考える段階から議論

特⾊2 多分野研究の参画、学際融合研究の重視
  

ワーキンググループメンバーの専⾨分野  [20名] 
・国際法・政策・刑事法・個⼈情報・婚姻法・科学史・錯視・地域連携
・公共政策・感性情報学・情報
・⽪膚科学・⾎液内科・法医学・⽪膚科学・看護学・消化器外科・公衆衛⽣学・倫理学 ＋法学系出⾝URA＋理系出⾝URA

特⾊3 地域課題・課題の現場への着眼
ワーキンググループでの意⾒ [強みと課題の抽出]

【地域の課題】地域医療、災害（雪・雪崩・冠⽔・地震）、過疎、⼈⼝減少、教育
課題は、克服しなくてはならない“弱さ”ではなく、⽣き残るための知恵を習得するもの・
持続可能性やレジリエンスにつなげる“強み”と捕らえられるのではない（vulnerability:脆弱性)

URA
ü ワーキングの実施提案
ü ワーキングの構成
ü WGメンバーの検討・声掛け
→できるだけ多様性に富むメンバーに

特⾊4 全学センター化
研究チームから全学組織へ [学⻑より]

・WG→提⾔としてまとめる
・⼤阪⼤学ELSIセンターからの⽀援
・法学や医療系にとどまらない課題が⽣じてくる/研究倫理教育と同等に重要な取り組みになるのでは



新潟⼤学ELSIセンター・設置検討ワーキンググループの議論・まとめ（私⾒）

ELSI

RRI

ELSIそのものよりもELSIに関わる課題が多い
▶ELSIを現場（地域）で実証する

研究を進める上で
新しい視野を与えてくれる可能性がある
▶RRIとしての関与を期待

ELSIは、すでに検討してきている、という認識
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センターの活動

⽬的 活動

1. 学際共創研究プロジェクトの推進 • 脳神経科学×AI×国際ガバナンス・ルール
• 共同研究

2. 学内外にわたる学際共創研究ネット
ワークの形成・研究交流の実施

• ELSI /RRIテーマ︓交流会（U-goサロン）開催
• 他機関開催シンポジウム等への登壇
• ブックサロン実施
• シンポジウム開催

• サイエンスカフェ開催 [5回]
AI×法学、妖怪×地域マネジメント、災害時×プライバシー
脳科学×倫理、妊娠×少⼦化

• 国際シンポジウムの実施︓2回

• 著書出版 3冊

3. ELSI /RRIにかかる学内外への普及啓
発・研修等の実施

• 全学部学⽣向け科⽬の設定︓
必須科⽬＊ELSI /RRI含 1、 選択可能科⽬ 1

• 理学系・学部別・FDの開催︓3回

4. ELSIに関する研究⽀援の対応
• ELSIセンター運営委員会

URA,事務含む
• 事業申請への対応（AMED等）
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センターの活動・書籍出版

ELSI／RRI関連研究書籍の出版
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センターの活動・URA

神⼾⼤学との共同

2023 /8・RA協議会 2025/3・JINSHAフォーラム
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分野によるELSI／RRIへの関わり度合いの違い

ü ⽣命倫理対応・倫理委員会がすでにある
ü ELSI /RRI、改めて定義する必要性、疑問
ü 倫理では収まらない課題に対応︖

相違点1
分野によるELSI/RRIへの認知状況の違い

医学系 ⼈⽂科学系

ü ⾃分の研究には関連がないと思う
ü 倫理教育のようなもの︖
ü 国から対策求められる︖
ü 具体的かつ⾝近な事例で理解する

WG意⾒
⼀部抜粋

相違点2
分野による⽤語・認識の違い

ü 社会実装の現場にいる
ü 社会実装の実現を考えることは得意

医学系 ⾃然科学系⼈⽂科学系

ü 応⽤研究の最終段階

⾃然科学系⾼ 低

例）
社会実装

どのレベルを⽬指しているのかをお互い共有することで、
今までとは異なるアプローチ⽅法が考えられるようになる︖
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課題

1. 参画する研究者の増 ・分野の多様性

2. ELSI／RRI研究チームの強化、外部資⾦獲得
⾃動運転、災害、脳神経科学、ガバナンス研究・・・

3. ⾃然科学系分野研究者のELSI /RRIへの意識改⾰・啓蒙活動

4. 全学におけるセンターとしての役割⾒直し・発展

5. URAが考えて実⾏する、ELSI/RRI 研究関連の活動が必要
→センター機能強化以外への活動


